
籐原宮第29次発掘調査現地説明会資料

1980年7月19日 飛鳥藤原宮跡発掘調査部

，
 

1・調査の経過

奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮薦発掘調査部は、一昨年、藤原宮東面大垣爾蝙

において宮東面大垣と内濠・外濠の調査を行い償24次調査）．、昨年はそれに北

接する地域において東面北門の位置・規模と三条大路計圃縁等を鶴謳した（第27

次調査）。本年は、さらに宮東限地域の諸施設を広範囲に検出するため、第24次

調査地に南接する揚所において、 4月2日より調査を開始した。調査面積は約3000

元である。

2.検出遺構

奈良国立文化財研究所

西塀がある。これも柱閻寸法は布薗いである。1
以上の竃螂・塀のうち、 SB04A• B、s印5、sBO7、曲8は大垣の柱筋と方位がiまぽ

合うので、・葦康宮期のものとみられ・る。他のS~Ol 、 SA02、 SB03 、 SAlOは方位が北で

やや西に偏しており、これは前2回の調査の所見では藤原宮造営直前の時期の建物

調査によって検出した遺構は、宮東面大垣、内濠、外豪、掘立柱建物3、掘立柱

塀 5、溝4、土壕1等がある。宮東面大垣 (SA175) は、 l'A.111分を検出した。前2回

の調査結果と同じく柱間・は約2.6611(9尺）で、東側に柱を抜取っている。内葦(

SD2300) は、大垣の西方1211にあり、輻約2.5瓜深さ約0.111、、外識 (SD170) は、大

垣の東方約20mにあり、輻約5.5重、深さ約1•紐である。 SD22_95は大垣と外濠のほぼ

中間に位置する溝で、宮の四周をめぐると考え・られる。外濠の東約3重にあるS船 1は、

，
卜
'

掘立柱南北塀かと考えており、柱間1•75IIとすると7間の塀となる。その西には 5 間

の掘立柱南北塀SA02があり、柱閻2.111等間で、北から 2 • 3番目の掘形には柱根が，

存していた。掘立柱東西棟建物SB03はSA02より新しく、梁行2間、柱間3・紐等閻、

桁行は 2 間以上、柱間2．位である。その北方にある掘立柱建物SB04A• Bは、掘形の

重複状況から、最初 2間X2間の規模であったものを、後に梁行a間、桁行3間の

東西棟に建替えたとみられる。新旧両建物とも礎板を使用しており、梁行柱間2.1重

等間、桁行柱間1.，II等間である。外濠西岸には掘立柱塀SA05がある。柱閲は2.1重等

間で 3間分を検出した。調査区南端の大垣東方には、掘立柱東西棟建螂涸07がある。

梁行・桁行とも 2間とみられ、柱間はそれぞれ1．血、紐である。大垣の西約5重のと

ころには掘立柱南北塀SA08がある。 6閲分を醸認した。南端と、北から 3番目の掘

形に柱根が残っていたが、柱間は不揃いである。調査区西南端には5間の掘立柱東

にみられる傾向であるので、同様の時期の可能性がある。さらに藤原宮期のものと

して、・内濃東岸に接する土濃SK09がある。東西8•6II、南北1.1111、深ざlo6Illで、瓦・

土器・木簡を出土した。この他、古墳時代の溝としてS006、SDll等があり、いずれ

も土器を多量に合んでいた。

3・出土遺物

・内濠と外漏から瓦•土器・木簡が出土した。瓦•土器は 24·27次調査に比ぺ

その量は少なく、特に外藻での瓦の出土量はきわめて少い。これは瓦を大景に用い

た東面北門から遠ざかっていることによるのであろぅ。木簡は現在までのところ、

内豪から47点、外濃から1000点を越える数が出土している。年紀のあるものとして

は戊戌年（文武碑2)から和銅2年まであり、評制下の荷札も多い。内容的に注目

されるものとしては、多治比門・山部門の2門号を記した木簡があり、藤原宮東面

宮城門号を推定する上で貴重である。また慶雲3年の「皇太妃宮職」名を記したも

のは、 27次調査でも出土しているが、木簡によってはじめて知られた官司名であ

り、しかも皇櫂の中枢に関わりを持つとみられるものである。他に内濃から鳥形、

外濠から仏像の墨画、削り掛けが出土しており、調査区中央の土填状の凹みからは

土馬が出土している。

4• まとめ
3胃年の調査で、東面北門・大垣池域を南北約124重にわたって発掘したことにな

り、門・大垣・内濠・外濠の他、宮の東限の様相をかなり明らかにすることができ

た。すなわち、宮外である外濠東側の塘地では建物・塀などが点在するのに対し、
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．大塩西方の宮内では予想外に建物遺構は少い。 27次調査では西蟻に建物遺構：・（油

2575 • 257q) が検出されたが、今回は大垣より約44.m西まで調査したにもかかわらず

官徳等の存在を示す遺構は検出できなかった。•

今後は過去3年の成果にたって、宮外境地部分や宮内の西にむかつて、遺構の性

格をさらにたしかめる必要がある。
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